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SoilWorks for FLIP
リリースノート(Ver.590)
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Enhancements

▪ Pre/Post Processing

1. [機能改善] CAD最新バージョン互換

2. [機能追加] スケール表示機能

3. [機能追加] 材料名表示機能

4. [機能改善] 要素分割機能

5. [機能追加] 非線形ばね要素

6. [機能追加] はり要素への荷重定義

7. [機能追加] 入力データ読込み

8. [機能追加] 線形平面要素

9. [機能追加] 側方粘性境界

10. [機能追加] 主応力の結果
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▪ 不具合の改善

1. 入力データ読み込み

2. 非線形はり要素のM-N関係の出力

3. レーレー減衰βの入力桁数

9

9

9

3

4

4

5

5

6

7

7

8



SoilWorks for FLIP Enhancement SoilWorks for FLIP Ver.590 Release Note

3 /9

1. [機能改善] CAD最新バージョン互換

• SoilWorks for FLIP ver.590ではCADバージョンの互換性が向上し、AutoCAD 2023で保存したdwgファイルを読み込むこと

ができるようになりました。バージョン2013および2018のdwgファイルでもそのまま読み込みできるようになりました。

• 従来は、CADファイルの読込みは、dwgバージョン2010まで互換性があり、上位バージョンのdwgファイルを読み込むためにはd

wgバージョン2010以下で保存して、SoilWorks for FLIPに読み込む必要がありました。

Pre/Post-Processing

2. [機能追加] スケールの表示機能

• モデルの左と下にスケールを表示することができるようになりました。モデルの大きさの確認や報告書用のスケール表示とより便

利にご使用いただくことができるようになりました。

• [ディスプレイ定規]を[False]にするとスケールの表示をオフにすることができます。

• ウィンドウ > 表示 > 表示設定
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3. [機能追加] 材料名表示機能

• 幾何形状の面に割り当てた材料の名称を面上の表示することができるようになりました。割り当てた物性の確認、報告書用

の物性表示とより便利にご使用いただくことができるようになりました。

• [ディスプレイ定規]を[False]にするとスケールの表示をオフにすることができます。

4. [機能改善] 要素分割機能の改善

• 以前のバージョンでは、[要素分割]コマンドを”複数のメッシュセットに渡って要素を選択”して実行すると同じメッシュセットに格

納されていたのを、元のメッシュセットと同じメッシュセットに格納されるように改善しました。メッシュセット毎に分割する、分割

後に修正することがなくなり効率よく作業いただけるようになりました。

• ウィンドウ > 表示 > 表示設定

• モデル > 要素 > 要素分割

[以前のバージョン]

[v590]

Pre/Post-Processing
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5. [機能追加] 非線形ばね要素

• 非線形ばね要素のMATEカードのPFACT(算定されたばね力に乗ずる係数)を入力できるようにしました。

• モデル > 属性 > 構造特性

[PFACT]

6. [機能追加] はり要素への荷重定義

• はり要素への荷重定義のために[梁荷重]コマンドを追加しました。はり要素上に定義した荷重は、入力カード出力時にDIST

カードとして出力されます。

• これまでは、はり要素の構成節点に圧力荷重を換算した集中荷重を定義することで対応していましたが、機能追加により効

率的に作業できるようになります。

• はり要素上に定義されたDISTカードが含まれている入力カードの読込みに対応しました。

• 荷重/境界条件 > 静的荷重 > 梁荷重

対象選択

はり荷重を適用する対象を選択します。

[線上に荷重載荷]

2つの節点を選択して、節点間にあるはり要素に荷重を適用します。

[選択した全体要素に載荷]

2つの節点とはり要素を選択してはり荷重を適用します。

[選択した要素別に載荷]

要素を直接選択し、選択したはり要素に荷重を適用します。

Pre/Post-Processing
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7. [機能追加] 入力データ読込み

• 入力データに記述されている間隙水要素および流体-構造連成面要素の読込みができるようになりました。SoilWorks for F

LIPには間隙水要素のためのDBがありませんので、間隙水要素は、線形平面要素の地盤物性として読み込まれます。間

隙水圧要素の確認用にご利用いただけます。

• [ファイルメニュー]-[読込み]-[ソルバー入力カード]コマンドを実行後にファイルを選択して[開く]ボタンを押すと、[FLIP入力読込

オプション]ダイアログボックスが表示され、間隙水要素および流体-構造連成面要素の読込みオプションを選択することができ

ます。

• 読み込んだ入力ファイルの保存先フォルダおよびファイル名を[プロジェクト情報の設定]ダイアログボックスの[追加情報]に記述

するようにしました。

• ファイルメニュー > 読込み > ソルバー入力カード

[間隙水要素の読込]

チェックオンの場合、間隙水要素を読込みます。

[流体-構造連成面要素の読込]

チェックオンの場合、流体-構造連成面要素を読込みます。

両方のチェックボックスがオフの場合は、以前のバージョンの入力データ読

込みと同じとなります。

[間隙水要素]

[流体-構造連成面要素]

[入力ファイルの保存先フォルダのパス、ファイル名]

Pre/Post-Processing
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8. [機能追加] 線形平面要素

• 線形平面要素上に同じ構成節点を持つ間隙水要素を設定できるようになりました。

• モデル > 属性 > 地盤物性

9. [機能追加] 側方粘性境界

• 側方粘性境界要素作成時に[K+Kf]オプションを選択できるようになりました。FLIPGEN(Ver.5.2.0)の変更に対応するように

なりました。[K+Kf]オプションを選択すると、Vp算定用の動的ポアソン比の算定に必要な体積剛性として(K+Kf/n)を用いま

す。

• モデル > 要素 > 粘性境界

Pre/Post-Processing
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10. [機能追加] 主応力の結果

• FLIPから出力された主応力に対して、ベクトル表示できるようになりました。今回のバージョンアップでは、最大/最小主応力の

ベクトルをそれぞれ描画することができます。最大/最小主応力のベクトルを同時に描画することはできません。

• 結果 > 詳細結果 > ベクトル

[最大主応力] [最小主応力]

Pre/Post-Processing
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1. 入力データ読み込み

不具合の改善

• 入力カード読込み時に線形はり要素のMATEカードでNEXT=0(2枚目のカードが無い)になっていると正しくデータを読み込む

ことができない問題を解消しました。

• 入力カード読込み時に平面要素のエッジに圧力荷重が定義されていると荷重読込みできない問題を解消しました。

3. レーレー減衰βの入力桁数

2. 非線形はり要素のM-N関係の出力

• 非線形はり要素でM-N関係を点列で指定した場合に、入力ファイルを出力すると、M-N関係の点列の後に空白行が出力

され、解析でエラーとなる問題を解消しました。

• [解析/出力制御]ダイアログボックスの[レーレー減衰設定]の[β]の値に小数点以下4桁の値を入力し、[OK]ボタンを押した後、

再度同じダイアログボックスを開くと、小数点以下4桁が四捨五入されてしまう問題を解消しました。
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